
府
中
の
紫
陽
花 

 

安
藤 
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我
が
家
か
ら
車
で
約
二
十
分
程
の
距
離
に
「
府
中
市
郷
土
の
森
博
物
館
」
な
る
公
園
が
あ
る
。
江

戸
風
、
明
治
風
の
建
造
物
や
本
館
に
は
、
当
時
の
事
物
の
展
示
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
な
ど
が
あ
り
、

ち
ょ
っ
と
し
た
観
光
施
設
だ
。
そ
の
起
伏
の
あ
る2

0ha

程
の
広
大
な
敷
地
の
大
部
分
が
梅
林
で
あ

る
。
梅
の
香
に
誘
わ
れ
二
三
月
に
は
夫
婦
で
梅
見
に
出
か
け
る
。
そ
の
年
中
行
事
が
、
も
う
十
年
以

上
続
い
て
い
る
。
ま
た
、
運
転
手
と
し
て
は
、
ア
ク
セ
ル
の
ひ
と
踏
み
で
、
途
中
混
雑
も
な
く
目
的

地
に
到
達
で
き
る
爽
快
感
が
堪
え
ら
れ
な
い
。 

 
 五

月
上
旬
、
俳
句
会
の
兼
題
は
「
紫
陽
花
」
で
あ
っ
た
。
あ
の
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
の
風
景
、
梅
見

の
府
中
の
公
園
で
見
た
枯
れ
木
群
は
紫
陽
花
に
違
い
な
い
。
い
ま
訪
れ
て
み
る
と
、
森
の
い
た
る
と

こ
ろ
に
、
実
に
多
く
の
株
が
植
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
緑
の
美
し
さ
は
際
立
っ
て
い
た
が
、
咲
き
初

め
た
ば
か
り
の
花
は
全
て
浅
黄
色
一
色
で
、
成
熟
に
は
程
遠
い
。
俳
句
で
は
季
節
感
覚
を
先
取
り
す

る
傾
向
が
あ
る
の
だ
。
句
会
を
翌
日
に
控
え
た
五
月
末
、
再
び
府
中
へ
。
「
待
っ
た
な
し
」
の
句
作

の
切
迫
感
を
背
負
う
、
そ
の
時
の
紫
陽
花
は
、
「
得
も
言
わ
れ
ぬ
」
深
い
趣
を
味
合
わ
せ
て
く
れ
た
。

花
は
皆
し
っ
か
り
し
て
い
る
が
、
そ
の
色
は
未
完
成
で
、
夫
々
が
目
指
す
彩
り
を
萼
や
花
弁
に
僅
か

に
あ
し
ら
い
な
が
ら
も
、
観
る
者
の
心
は
落
ち
着
か
な
い
。
「
七
変
化
」
の
面
目
躍
如
と
云
う
べ
き

か
。 

 

そ
の
時
は
句
作
表
現
に
行
き
詰
ま
っ
た
儘
、
三
週
間
後
に
、
三
た
び
紫
陽
花
の
苑
を
訪
れ
る
。
溢

れ
か
え
る
駐
車
場
が
物
語
る
最
盛
期
の
日
曜
日
、
運
動
場
サ
イ
ズ
の
芝
生
を
取
り
囲
み
、
白
ア
ジ
サ

イ
一
種
の
み
、
柔
ら
か
い
真
円
を
想
わ
せ
る
無
数
の
純
白
の
毬
は
が
大
群
落
を
成
し
て
い
た
。
森
に

沿
っ
て
咲
き
な
が
ら
、
場
所
に
よ
っ
て
天
に
向
か
っ
て
せ
り
上
が
る
よ
う
に
見
え
る
、
不
思
議
な
光

景
に
引
き
付
け
ら
れ
、
近
寄
っ
て
み
る
。
折
し
も
、
巨
木
を
成
す
何
本
か
の
山
法
師
の
純
白
の
花
が

満
開
状
態
で
、
白
ア
ジ
サ
イ
と
混
然
一
体
と
な
っ
て
素
晴
ら
し
い
景
色
を
作
っ
て
い
た
の
だ
。 

 

山
法
師
の
白
ア
ジ
サ
イ
に
な
だ
れ
込
み 

 

府
中
の
森
に
、
「
造
物
主
」
の
手
に
な
る
純
白
一
筋
の
紫
陽
花
が
輝
き
、
そ
の
見
事
な
庭
造
り
の

演
出
を
助
け
る
人
々
の
感
性
が
あ
っ
た
。
（
令
和
五
年
七
月
十
三
日
） 


